
















































掘 り下げる。先行研究について述べるな らば,国 内外において柳宗 悦と民芸運動に関する研究
は多い。また,柳 と日本の周辺地域,つ まり琉球(沖 縄)と 朝鮮における民芸文化についての
研究はかなり見られる。 しか し,柳と台湾,ア イヌ,満州,中 国の民芸に関する研究は僅かで
ある。台湾の学術界において柳についての研究成果を見てみると,江韶瑩氏の研究2のほかは
全 く見当たらない。この研究は柳の訪台時の考察過程と彼の台湾民芸についての論述の分析を








民族は日本統治期には高砂族 と呼ばれ,鳥居龍蔵が確立 した分類方式によると,タ イヤル,サ
イシャッ ト,サオ,ブ ヌン,ア ミ,パイワン,ルカイ,プユマ,ヤ ミの9つ の民族に細か く分
けることができる。 これらの民族はそれぞれ異なる言語や,文 化,社 会組織をもつ。芸術表現
においては特 に造船(図1)や 紡織 彫刻,陶
器,刺 繍などが際立 っている。 また,明 清の時
代に台湾に入 った漢民族 は中国の東南沿岸地域
の文化 と芸術表現を持ち込み,芸 術表現 におい
て陶器や木彫,刺 繍 に長 けていた。19世紀末か
ら台湾を領有 した日本は51年間の統治期 に教育
や文化交流を通 して 日本の伝統文化 と芸術 の要
素を伝えた。 また,殖 産興業の政策上,台 湾の
手工業育成を教化 し,と りわけ草帽や竹細工,





を受 け,台湾の生活用具の調査活動を行った。当時は戦争がもっとも激 しく繰 り広げられた時
期で,米軍は台日間を航行する船を しばしば爆撃 していた。柳 自分 もこの渡航の危険性を承知
していたが,台湾への調査を断行 した。約1ケ 月の滞在期間中,柳 の活動は当時台湾に居住 し
ていた金関丈夫や宮本延人,立 石鉄臣らの協力の下に展開された。この調査の目的は,「台湾
には,原住民 と本島人(漢 民族)の 二つの系統の文化がある。私はこの両類の工芸品,生 産組
織,手 法,材 料,系 統などを調査 した4。」 と柳は語 った。
柳宗悦の一行は台湾の最北端の都市基隆を出発 し,台北(淡 水,板 橋),鶯歌,新 竹,台 中
(霧峰),彰化,鹿 港,嘉 義,台 南,安 平,高 雄,屏 東,潮 州,東 港,パ イワン族部落,台 東,
花蓮港,ア ミ族部落 羅東,宜 蘭,タ イヤル族部落などを訪ねた5。これは台湾原住民族 と漢




台北地区で,柳 は主に建築 と民芸品を調査 した。建築 は板橋の 「林本源邸」,淡水の 「旧英
国領事邸」の二棟を見学した。「林本源邸」は清国時代に建造 された中国南方様式の豪邸で,
柳は 「とにか くえらい力だね。仮にこんな家にわれわれに住めと云はれても,とても住めない
ね。 これを住みこなすのは大変な力だ。生活の中にこれだけの夢を現はすことはたい した もの
だ7。」 と語った言葉か ら,柳がこの建築物か ら現われる力強い美を賞賛 していることが窺える。
また,調 査終了後の座談会の中で柳は 「林本源邸」などの台湾伝統建築物を例にとり,伝統建
築物保護の重要性や台湾における建築物保護の制度の必要性を強調 した。次に西洋様式の建築
物 「旧英国領事邸」を見て,そ れの もつ美 しさに感動 し,「いい建物だ。 これを貰 って台湾の
民芸館を作ればいいぢゃないか8。」と思わず口にした。
台北市菊元百貨店では,商 品の黄牛(役 用牛の一種)の 角で出来たパイプを見て次のように
言った。「この筒だけなら見所がある。西洋ではこれで出来たコップがあるが,光線が透って
中の液体が実に美 しく見える。台湾の陽が暑 くて,飲 物がほしい土地では,この材料を何とか






し,現 在 も活発に作 られてゐるのである。例え
ば,台 北の近 くにある鶯歌の村など,全 村をあ
げて焼物 を作 り全村民が陶工であると云ふ状態
であった1%」
柳は台北地区を離れ,新 竹,彰 化へと南下 し
た。彰化地区の孔子廟がある敷地は交通を妨害
しているために取 り壊 し計画が立て られた。 同
年朝鮮京城(現 ソウル)光 化門の取 り壊 し計画
図2陶 器(筆 者撮影,2004,台湾台北)
について政府当局に強 く計画の中止を要求 したように,柳 は彰化地方政府に対 しても取 り壊 し




は,そ れこそ風教 ヒよくないね。 もう一度建てようったって建たないんだからね12。」
このほか,柳 は彰化で優れた竹細工を発見 した。これは台湾での調査活動における初めての
竹細工の発見であった。柳はなかんず く竹の蒸篭(図3)が もつ力強 さを賞賛 し,これを買い
求め本土に持ち帰った。彰化で発見 した竹細工について,柳 は調査終了後に総督府文教局局長
主催の座談会の席で得意気に買い入れた蒸篭を皆に披露 した。 このような行動は,柳 が台湾民
芸の中でも特に竹細工に対して深い印象を覚えたことを物語 っている。











いた。台湾南部の関廟 という竹細工を主に産業 図3蒸 篭(筆 者撮影,2004,台湾彰 化)
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とする村を訪ねた とき,彼 は次のように言 った。




る。 このほか東港の民家を調査 し,竹 材で建て













でパイワン族の織物を発見 した。 それか ら東に
方向を転 じ羅東のタイヤル族部落に到着 した。



















域の漢民族が海を越え台湾に移入 したあと,竹材を利用 して生活に必要な用具を作った。 これ
が台湾竹細工産業の始まりである。清の雍正年間に入ると,商業交易により次第に精緻で高価
な竹細工が大陸から台湾へと流入 した。 これに対 して,台 湾自体の竹細工産業は依然 として生





府殖産局が1913年(大正2)に 行 った調査 によると,竹 細工
は台湾の重要な手工芸であり,竹細工の従事者は島内に遍 く見
られ生産量 も非常に豊かであるが,た だ品質が劣ってお り,こ



























ることを強調 し,な らびに ドイツの建築家プルーノ・タウ トも台湾の竹製の椅子が放つ美 しさ
に深 く感動 し,東洋の特質をもった素晴らしい民芸品であるとpめていたと語 った2㌔台湾竹
細工(図8)に 対す る柳 らの評価と30年前に殖産局が下 した評価 との落差は,一 つには柳と
殖産局の美意識の基準が違 っていたこと,二 つには殖産局が30年間という短い時間のうちに





湾原住民族の織物工芸(図9)は,タ イヤル族とサイシャット族が最 もこの技術に長 じている。
当時多くの人 々は 「未開の蕃人」であるとの蔑視感を原住民族に対 して抱いていたが,柳 は彼
らとは違い 自ら進んで山深い奥地 に分け入 り,自分の眼で
原住民族の芸術に触れた。「高砂族の織った織物を,美 しい
と見る人 は多い併 しそれを産んで くれた人々に驚きを感 じ
る人が稀なのは不思議である。彼等を未開人 と軽蔑 してゐ
る人は,そ の布 の美 しさを知 ってゐる人 とは思へない。 ま
してあんな原始人にどうしてこんな美 しい布が織れるのか











に交流と対話を行 うことで正 しい美を確立す ることができると考えた。このような考えは今 日
において も依然として重要視されている。柳は東アジア造形文化において,出 発点および考察
の重心を 日本本土に置いていた。それに対 し異を唱える者は,それは政府が提唱 した大東亜共
栄圏に迎合 したものにすぎないと批判 した。 しか し,柳の台湾視察は,台 湾民芸の発掘を通 し
て本土に欠けている部分を発見することにつながった。また台湾民芸を考察するだけではな く,
本土の優れている点をもって補充するように提言 した。
陶器を例にとると,「陶器は時局の進展 と共 にますます島内で自給すべき必要が濃 くなって
来ることと思いますが,内地のものを取 り入れようという考えは間違いである。 とても内地の
かなわない面がある。折角内地にもない東洋の力を保存しているものを,今 の弱々しい内地品
で弱めるということは,実 は馬鹿な話です。 こちらの形,こ ちらの手法を生か して,こ ちら独
特の方法で将来進んでゆかれることを希望 します。 これが将来の日本工芸の力を強める一つの
原動力ともならなければならないと考えるのであります26。」柳は台湾の陶器が もつ美 しさを





するということである。「今 もいう通 り,内地の工芸は既に弱々しくな り,堕落 しつつあるの
ですから,内地を見本 としてはいけない。この土地の伝統を尊敬して,正 しい意味でこれを生
か してゆかなければいけない27。」一方,美 の判断能力 については以下のように指摘 した。「た
だ日本人はもののいい悪いを見わけることにかけては,世界でも第一流の眼をもっている。だ









柳の訪台時は,正 に戦争真 っ最中の時期であった。 日本政府は国の力を戦争に注ぎなが ら,
産業分野の政策においては日本内地の技術の保護に努め,全体の国力を強めようとした。また
非常時の台湾総督府は皇民化運動を推進 し,宗教や文化,言 語などの領域で行き過ぎた地方色
を取 り除 くことを試み,戦 時中の人々の国家意識と力を凝集させた。柳は,工芸産業の奨励を
抑えることで非常時の物資の浪費を減少させ るという政策 は全 くの間違いだとの見解を出した。
彼は,地方民芸29を奨励 しつつ各地方の資源を活用 し,民芸精神を基礎とした簡素で安価,そ
の上正しい美 しさを有する生活必需品を生産するべきだと主張 した。これ らの必需品が人々の




いと思ひますね。矢張 り東北だって東北 と云ふ一つの地方性を維持 してやって行かうと云ふの
でありまして,同様に台湾も一つの地方 として有機的な繋がりの中に結びつけて行けばよろし
いでせうね31。」











快 に思 ってゐる33。」 と楽 しげに語 った。柳は調査の過程で,関 廟村の竹細工やタイヤル族の
織物,力 強さが滲み出た陶器や木製品がもつ台湾民芸の美しさを発見 し,それ らの中に彼の理
想に近い民芸美を見た。この旅は彼の民芸理論の正当性を確認する旅 ともな った。
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それでは,柳 は台湾に対 して何をもたらしたのだろうか。いくつかの着 目点に分けて述べる。







録,建 築物保護の法整備を提案 した。台湾工芸発展について今 日までの重要な事柄を顧みると,
日本統治時代に存在 した 「台湾造形文化運動」,「台湾工芸協会」などのような工芸振興活動は,
近年においては60年の中断の時を経て2005年か ら台湾政府行政院文化建設委員会の推進によ
り 「台湾生活工芸運動」という名で復活 している。 ここでは柳の事績についての展覧会や講演




















た船 は4月20日 に無 事 神 戸 に帰 港 した。
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